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［成果情報名］ 減量散布ができるブームスプレーヤ型静電散布機 

［要 約］ ブームスプレーヤ型静電散布機は、パルス電源と環状電極を用いて散布粒
子を帯電させる散布機である。ブームスプレーヤの慣行散布と比較して、散
布量を３割程度削減してもキャベツの側面、葉裏面への薬液付着が優れてい
る。 
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［背景・ねらい］ 

 露地における農薬散布作業では、散布粒子のうち作物体へ付着するものは一部で、それ
以外の粒子は地表へ落下するほか、ほ場外へ流出するなど防除効果に寄与していない。 
 そこで、キャベツを対象に、従来の農薬登録による散布方法、散布倍率が適用でき、か
つ農薬使用量を削減するために散布量の３割削減を目標として、散布粒子を帯電させ作物
体への付着を向上させるブームスプレーヤ型静電散布機を開発する。 
 
［成果の内容・特徴］ 

１．開発した静電散布機は、ブームスプレーヤの各ノズル周囲に環状電極を設置しこれに
パルス電源から給電して静電散布を行う構造である。ノズルはドリフト抑制のため慣
行機と比較して大粒子のものを装着している（図１）。慣行のブームスプレーヤと同等
の作業能率で散布作業が可能である。 

２．散布粒子の帯電方式は環状電極による誘導帯電である。電源から供給される低電圧パ
ルス電流を、各電極近辺に設置した昇圧コイルにより高電圧変換（ピーク電圧 4.5kV）
して、電極に給電する（図２）。電源から直接高電圧を給電する方式に比べ高圧配電線
部分が短縮され、電源装置も低電圧でよいので、低コスト化が期待できる。 

３．開発した静電散布機のノズル一頭口を用いた室内散布試験において、結球側面及び外
葉裏面相当部位における付着は、無荷電散布と比較して優れている。また模擬作物体
をキャベツ栽培ほ場に設置して行った散布試験において、静電散布機の結球側面及び
外葉裏面相当部位における付着は、ブームスプレーヤを用いた慣行散布と比較して、
30％減量散布でも優れている（図３）。 

４．年３作行ったキャベツ害虫に対する防除試験において、静電散布機による 30％減量散
布は、ブームスプレーヤの慣行散布と比較して、ほぼ同等の防除効果が得られた(表１)。 

５．散布作業者の農薬被曝量は、静電気の付加により増加する傾向はみられない（データ
省略）。 

 
［成果の活用面・留意点］ 

１．キャベツの防除機として使用が可能である。 
２．帯電装置の電源を切れば通常のブームスプレーヤとして慣行散布が可能である。 
３．対象作物、病害虫、農薬の種類が前記防除試験と異なる場合は、防除効果が異なるこ

とが想定されるため、条件毎の効果確認が必要である。 
４．電解質を含む等の導電性が高い薬液を散布する場合は、電極の絶縁破壊により静電散

布が実施できないおそれがあるので、通常の散布を行う。現在までに確認したところ
エマメクチン安息香酸塩乳剤がこれに該当する。 
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［具体的データ］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［その他］ 
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図２ 静電散布機の帯電機構 

表１ キャベツ害虫に対する防除効果（補正密度指数 1）） 

ほ場内に模擬作物体を設置、散布時風速 2.0～3.0m/s 
静電散布機：散布量 140L/10a、散布圧 1.0MPa、作業速度 

0.29m/s 
慣行ブーム：形式 JKA17(ブーム幅 10m、ノズル間隔 300 

mm)、ノズル NN-D-6(体積中位径 55μm、噴 
霧パターン扇形)、散布量 200L/10a、散布圧 
1.26MPa、作業速度 0.27m/s 

1)補正密度指数＝（処理区散布後密度／処理区散布前密度）×（無処理区散布前密度／無処理区散布後密度） 
×100 とし、散布毎に算出 
試験規模：各区 123 ㎡（栽植密度 60×45cm）、調査株数：各区 60 株、散布条件は図３ｂと同一 

図１ ブームスプレーヤ型静電散布機と同 
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図３ｂ 静電散布機と慣行ブームスプレーヤの 
付着性能（ほ場試験） 

図３ａ 静電散布と無荷電散布の付着 
性能（室内試験） 

静電散布機のノズル一頭口による静電・ 
無荷電散布、模擬作物体に貼付した感水 
紙の被覆面積率、散布量 200L/10a、散 
布圧 1.5Mpa 

ベース機 型式：ブームスプレーヤRV３ 
         ブーム幅：９ｍ(両側ブーム)、ノズル間隔：500mm 
帯電装置 方式：環状電極による誘導帯電、電源：パルス電源 
                  帯電電圧：4.5kV、電極：黄銅製(内径38mm、幅6mm) 
                  電極支持体：ポリアセタール製 
ノズル  粒径(体積中位径)：139μm、噴霧パターン：中空円錐 

2007年春作（対象害虫：コナガ） 2007年夏作（対象害虫：コナガ） 2007年秋作（対象害虫：アオムシ）
散布機
(散布量)

３日後 ７日後 ３日後 ７日後 ３日後 ７日後 ３日後 ７日後 ３日後 ７日後 ３日後 ７日後
静電散布機
(140L/10a)

22.9 16.6 6.1 25.1 3.0 4.5 27.1 37.5 25.1 23.6 8.4 5.2

慣行ブーム
(200L/10a)

27.8 15.4 18.5 36.7 1.1 2.4 31.0 35.7 35.8 20.3 6.8 3.6

ﾄﾙﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ スピノサド ｱｲｻﾞﾜｲ系統 スピノサド
水和剤 水和剤 乳剤 水和剤 BT水和剤 水和剤

ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ スピノサド

10/12散布 11/16散布5/15散布  6/17散布 6/28散布 8/7散布
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